
第 23期 同志社ローム記念館プロジェクト

2026 年度 学生公募プロジェクト募集！

君のアイデアは授業やクラブじゃ収まらない。
単位はない。だけど､裁量と自由がある。

募集期間

応募条件

⚫申請者は学校法人 同志社の
　学生・生徒であること
⚫申請時に 3 名以上の
　メンバーがいること
⚫専任教職員がプロジェクト
　責任者として参加すること

同志社ローム記念館を拠点に展開されてきた実践型教育プログラム「同志社ローム記念館プロジェクト」は、2003 年に開始して以来、
3000 人を超える有為な人材を輩出してきました。同志社に受け継がれる「倜儻不羈 (てきとうふき )」ー才気がすぐれ、独立心が旺盛で、
常軌では律しがたいーそんな人材の育成を目指しています。

年       月      日 ( 月 ) から2025 12 15
1 182026 年       月      日 ( 日 ) まで

審査スケジュール

2026 年 1 月 18 日 ( 日 )
応募書類 提出締切

一次審査 ( 書類審査 )

一次審査結果通知
2026 年 2 月 20 日 ( 金 )

二次審査 ( ヒアリング審査 )

2026 年３月７日 ( 土 )

選考結果通知
2026 年３月 13 日 ( 金 )

同志社ローム記念館事務室 〒610-0394 京都府京田辺市多々羅都谷１-３嗣業館２階
TEL 0774-65-7800  FAX 0774-65-7008
Email　jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp
Web サイト  http://rohm.doshisha.ac.jp開室時間 平日 9：00～17：00 昼休憩のぞく

（同志社大学 京田辺校地総務課）
お問い合わせ

活動開始
2026 年４月２日 ( 木 ) から

成果は総長賞へ。

それ､授業で
やるには
デカすぎる。

応募方法・応募書類

※進行状況により日程変更の可能性があります。

ローム記念館およびWeb サイトにて
配布している募集要項・応募書類を
ご確認のうえ、下記事務室まで
ご提出ください。

応募詳細は
コチラから



第 23期 同志社ローム記念館プロジェクト

君にしかできないプロジェクトが走り出す

同志社ローム記念館事務室

Email　jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp
開室時間 平日 9：00～17：00 昼休憩のぞく
（同志社大学 京田辺校地総務課）

お問い合わせ

募集要項ダイジェスト

A課題発見解決型
社会・地域の課題を見つけ、解決に取り組む。

◼募集するプロジェクトタイプ

B新規事業開発型
新しい価値・サービス・事業づくりに挑戦する。

◼応募できる人・体制
学校法人同志社 各学校の学生・生徒
メンバーが 3 名以上いること
専任教職員 1 名が責任者として参加すること

◼活動期間
2026 年 4 月～2027 年 3 月（単年度）

※ただし、年度ごとの継続申請は認める。

◼活動拠点
同志社ローム記念館
プロジェクト専用ルーム

◼活動資金
活動計画に応じて付与（上限 10 万円）

◼採択件数

◼選考フロー
一次審査（書類）
二次審査（ヒアリング） ※オンライン
決定通知 ※2026 年 3 月中旬

若干数

これまでのプロジェクト

成果は、総長賞につながる

最終成果報告会

プロジェクトの成果は、最終成果報告会で発表し
ます。最も優れたプロジェクトには同志社ローム
記念館大賞、さらに同志社総長賞のチャンスも。
大賞チームはローム記念館のプレートに刻まれ、
顕彰されます。

けいはんなアバターチャレンジプロジェクト

課
題
発
見
解
決
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題
発
見
解
決
型

NGE ( エヌ・ジー・イー )

新
規
事
業
開
発
型

AGRI-PASS ( アグリパス )

新
規
事
業
開
発
型

大阪・関西万博と連動して開催された
「けいはんな万博 2025」内イベント「け
いはんなアバターチャレンジ 2025」
を舞台に、人間とアバターが共生する
社会の実現をめざし、日常生活や災害
支援など多様なシーンを想定したロ
ボット競技を企画・設計するとともに、
遠隔操作型ロボットの開発と競技参加
に取り組んだ。その結果、同大会で優
勝・準優勝の好成績を収めた。

近年増加する住職不在の「空き寺」を
地域資源として捉え、文化・芸術活動
の拠点へ転換するプロジェクトを立ち
上げた。伝統文化の保存・継承の場と
して空き寺を提供し、創作と交流を促
す文化サロンとしてリデザインする計
画を具体化。空き寺の情報を一元管理
するデータベースを作成して利用希望
者が容易に発見できる環境を整える
等、地域の魅力向上と社会貢献を目指
した。

現代のエンタメ業界で求められる実践
的スキルと多様な経験を備えた人材育
成を目的に、国内外のアーティストを
招いたライブイベントの企画・運営を
実践。現場での制作・技術・マネジメ
ントを経験することで、若者の経験不
足や技術系人材の不足解消に取り組む
とともに、地域・企業との連携を通じ
て文化的イベントによる地域活性化と
新たな社会的価値の創出を図った。

農業の人材不足解消を目指し、非熟練
作業者を農家と業務マッチングさせる
システムを開発。理工学部・商学部の
協働で初期実装機能と画面設計を最終
調整し、JA全農おおいた等へのヒア
リング結果を反映して初期版を完成。
最終成果報告会で優秀賞を受賞し、全
国展開に向けた発信と交流を実施。
活動終了後は株式会社AGRI-PASS を
立ち上げ、社会実装の基盤を整えた。

その他、応募や活動に関する詳細は
必ず募集要項でご確認ください。

事前相談受付中！
プロジェクトの立ち上げ方、応募書類の書き方、プロジェクト責任者の選び方など、
ご質問がございましたら事務室までお気軽にお問い合わせください。

事前相談は
コチラから


